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年
頭
に
寄
せ
て
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消
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衛
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平
成
二
十
三
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
、
消
防
関
係
者
の
皆
様

に
謹
ん
で
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

消
防
団
員
・
消
防
職
員
の
皆
様

方
に
は
、
常
日
頃
か
ら
、
地
域
住

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
保
全

の
た
め
、
火
災
を
始
め
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
し
、昼
夜
を
分
か
た
ず
、

献
身
的
に
職
務
に
精
励
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
関
係
諸
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
消
防
防
災
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
の
も
と
、
熱
心
に
ご

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
消
防
は
、
戦
後
、
地

域
に
密
着
し
た
自
治
体
消
防
と
し

て
発
足
し
て
以
来
、
六
十
余
年
が

過
ぎ
、
こ
の
間
、
関
係
者
の
並
々

な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、

組
織
・
設
備
の
両
面
に
お
い
て
、

着
々
と
充
実
強
化
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
誠
に
同
慶
の
至
り
で

　
新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式

が
、
一
月
八
日
か
ら
十
日
の
三

日
間
を
中
心
に
県
内
各
地
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
華
や
か
な
日
立
市
消

防
出
初
式
の
様
子
を
ス
ナ
ッ
プ

写
真
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
、
消
防
の
任
務
及
び
活
動

は
、
火
災
予
防
、
警
防
、
救
急
救

助
を
は
じ
め
、
地
震
・
風
水
害
、

火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の

対
応
と
広
範
囲
に
わ
た
り
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
向
に
減
る

こ
と
の
な
い
火
災
や
毎
年
発
生
す

る
台
風
等
に
加
え
、
近
年
で
は
地

球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
各
地
で

発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
被
害
に

遭
う
な
ど
、
誠
に
憂
慮
に
耐
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
益
々
大
き
く
な

る
消
防
の
役
割
と
住
民
の
期
待
に

応
え
、
住
民
生
活
の
平
穏
と
安
全

を
守
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
消
防

の
組
織
を
上
げ
て
、
英
知
を
結
集

す
る
と
と
も
に
、
崇
高
な
消
防
精

神
の
高
揚
と
団
結
を
図
り
、
地
域

防
災
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

本
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

消
防
の
持
つ
使
命
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
県
民
の
『
安
全
・
安

心
の
確
保
』
の
た
め
、
今
後
と
も

各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
十
九
年
度
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
決
議
い
た
し
ま

し
た
「
女
性
消
防
団
の
結
成
促
進

に
向
け
た
取
組
み
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
消
防
団
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
の
熱
意
と
ご

努
力
に
よ
り
、
着
々
と
実
績
を
上

げ
て
き
て
お
り
、
そ
の
数
は
本
年

一
月
現
在
で
三
十
二
団
（
女
性
団

員
数
四
百
六
十
二
名
）
と
な
り
、

今
後
も
複
数
の
消
防
団
で
発
足
の

運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
心
新
た
に
「
安
全
な
地
域
づ

く
り
」
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご

尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
方
と
ご
家
族

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
の
新
春
を
迎

え
、
消
防
関
係
者
の
皆
様
に
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
方
に
は
、
本
県
の
消
防
防

災
行
政
の
推
進
に
大
変
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
円
高
や
デ
フ
レ
の
影

響
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
経
済
・
雇

用
情
勢
が
続
き
、
皆
様
方
に
は
何

か
と
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
一
方
県
内
で
は
、
茨

城
空
港
が
開
港
し
ま
し
た
ほ
か
、

小
児
医
療
費
の
支
援
対
象
者
の
拡

大
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
開

始
、
少
人
数
教
育
の
拡
大
な
ど
、

「
生
活
大
県
」
の
実
現
に
向
け
た

着
実
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
二
月
に
茨
城
空
港
と

中
部
国
際
空
港
、
新
千
歳
空
港
と

の
間
に
新
た
な
路
線
が
開
設
さ
れ

ま
す
ほ
か
、
三
月
に
北
関
東
自
動

車
道
が
全
線
開
通
い
た
し
ま
す
の

で
、
元
気
な
県
づ
く
り
を
更
に
進

め
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
活
力
を

生
か
し
、
全
て
の
県
民
が
安
心
、

安
全
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
「
生
活

大
県
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

県
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

本
年
も
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

進
め
な
が
ら
、「
人
が
輝
く
元
気

で
住
み
よ
い
い
ば
ら
き
」
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
県

民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
県
土
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
は
、
い
か
な
る
災
害
や
事

故
に
お
き
ま
し
て
も
、
迅
速
・
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
消
防
防
災

体
制
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
消
防

関
係
者
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

茨
城
県
知
事
　
橋
本
　
昌

消防出初式平 成
23年度
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編 

集 

後 

記

　

今
年
は
平
年
に
比
べ
雪
が
多

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
水
戸
で

も
積
雪
が
四
回
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
。

　

立
春
と
は
名
ば
か
り
で
、
寒
さ

も
ま
だ
ま
だ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
梅
の
便
り
も
ち
ら
ほ

ら
聞
こ
え
、
春
が
待
ち
遠
し
い
こ

の
頃
で
す
。
た
だ
、
花
粉
症
の
方

に
は
つ
ら
い
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
…
。

　

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅

か
、
も
う
一
頑
張
り
で
す
。（
な
）

消防功労者表彰受章者

県西支部団長等懇談会

テープカットによるお披露目（左から３人目が葉梨会長）

２代目「つくば」川崎BK117C-2型

第１班の研修生（左端が寺田副団長）

　
「
表
彰
状
」
と
は
、「
多
年
消
防

業
務
に
精
励
す
る
と
と
も
に
、
退

職
後
も
地
域
の
消
防
防
災
活
動
に

尽
力
さ
れ
功
績
顕
著
な
者
」
と
し

て
元
職
の
消
防
職
・
団
員
に
贈
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
県
消
防
大
会
に

お
け
る
知
事
表
彰
と
は
別
枠
の
も

の
で
あ
り
、
こ
の
様
に
元
職
を
も

対
象
と
し
て
、
消
防
大
会
以
外
に

定
例
的
に
行
う
表
彰
制
度
は
、
全

国
的
に
も
例
の
な
い
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
受
章
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

石
岡
市
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

大
高　
　

曻

結
城
市
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

舘
野
祐
二
郎

常
総
市
消
防
団

　

第
二
団
長　
　

木
所　
　

大

常
陸
大
宮
市
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

岡
山　

勝
彦

那
珂
市
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

海
野　

藤
男

茨
城
町
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

長
洲　

良
男

石
岡
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

山
田　
　

恭

笠
間
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

杉
山　
　

豊

那
珂
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

平
野　

保
雄

大
子
町
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長　
　

安
島　

壽
廣

常
総
広
域
消
防
本
部

　

消
防
正
監　
　

松
㟢　

淳
一

　

平
成
二
十
二
年
度
茨
城
県
消
防

功
労
者
表
彰
式
が
、
平
成
二
十
三

年
二
月
九
日
（
水
）、県
庁
舎
「
第

一
応
接
室
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
、
来
賓
と
し
て

葉
梨
会
長
は
じ
め
、
大
塚
顧
問
と

六
名
の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
功
労
章
」
が

十
一
名
（
消
防
団
長
六
名
・
消
防

長
五
名
）、「
表
彰
状
」
が
八
名
（
元

団
員
一
名
・
元
職
員
七
名
）、
合

計
十
九
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
功
労
章
」
と
は
、「
多
年
災
害

現
場
に
お
い
て
消
防
業
務
に
精
励

す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
と
し
て

功
績
顕
著
な
者
」
と
し
て
現
職
の

消
防
団
長
及
び
消
防
長
に
贈
与
さ

れ
る
も
の
で
す
。

元　

大
子
町
消
防
団

　

分　

団　

長

　
　
　
　
　
　

岡
野　

勝
則

元　

土
浦
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監　

　
　
　
　
　
　

山
中　

輝
男

元　

取
手
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

芳
雄

元　

取
手
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長

　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

實

元　

大
洗
町
消
防
本
部

　

消　

防　

監

　
　
　
　
　
　

石
塚　
　

榮

元　

鹿
島
南
部
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長

　
　
　
　
　
　

信
田
與
四
郎

元　

鹿
島
南
部
消
防
本
部

　

消
防
司
令
補

　
　
　
　
　
　

宮
内　

千
城

元　

稲
敷
広
域
消
防
本
部

　

消　

防　

監

　
　
　
　
　
　

栗
山　
　

繁

平
成
二
十
二
年
度

消
防
功
労
者
表
彰

　

日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第

三
十
七
回
消
防
団
幹
部
特
別
研
修

が
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
三
泊
四
日

の
日
程
で
実
施
さ
れ
、
本
県
か
ら

　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で
の
四
日
間
、
県

消
防
協
会
並
び
に
関
係
各
位
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
第
三
十
七
回
消
防

団
幹
部
特
別
研
修
に
参
加
し
て
参

り
ま
し
た
。

は
常
総
市
消
防
団
の
寺
田
富
次
郎

副
団
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
寺
田
副
団
長
か
ら
の

寄
稿
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
消
防
協
会
主
催
・

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

新
「
つ
く
ば
」
就
航

「
消
防
団
幹
部
特
別
研
修
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
し
て

　
　
常
総
市
消
防
団
　
副
団
長
　
寺
　
田
　
富
次
郎

平成22年度

支部別消防団長等
懇談会を開催

員
、
協
会
事
務
局
で
す
。

　

今
回
の
懇
談
会
は
、
公
益
法
人

制
度
改
革
に
伴
う
当
協
会
の
体
制

等
に
つ
い
て
議
題
と
し
た
た
め
、

全
部
の
支
部
で
消
防
長
の
出
席
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

（
開
催
日
程
）

・
県
南
北
部
支
部　

五
市

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
六
日

　

か
す
み
が
う
ら
市
消
防
本
部

・
県
南
南
部
支
部　

九
市
町
村

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日

　

阿
見
町
「
か
す
み
公
民
館
」

・
鹿
行
支
部　

五
市

　

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
日

　

鹿
嶋
市
「
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
」

・
県
央
支
部　

六
市
町

　

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
四
日

　

大
洗
町
消
防
本
部

・
県
北
支
部　

九
市
町
村

　

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
八
日

　

ひ
た
ち
な
か
市「
市
毛
公
民
館
」

・
県
西
支
部　

十
市
町

　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
日

　

八
千
代
町
役
場

議
　
題

　
（
一
）
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受

　

恒
例
の
支
部
別
消
防
団
長
等
懇

談
会
が
、
昨
年
十
二
月
に
県
南
北

部
支
部
と
県
南
南
部
支
部
、
年
明

け
一
月
か
ら
残
る
四
支
部
で
順
次

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
消
防
団
長
を
は
じ

め
消
防
長
、
消
防
団
担
当
課
長
、

消
防
主
任
並
び
に
県
か
ら
消
防
防

災
課
長
、
消
防
学
校
長
及
び
同
職

け
入
れ
に
関
す
る
実
施

基
準

　
（
二
）
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度

　
（
三
）
平
成
二
十
三
年
度
消
防
学

校
教
育
訓
練
計
画
概
要

　
（
四
）
新
公
益
法
人
制
度
に
関
す

る
県
消
防
協
会
の
体
制
等

　
（
五
）
日
本
消
防
協
会
の
火
災
共

済
制
度
及
び
消
防
互
助
年

金
等

　
（
六
）
そ
の
他（
消
防
団
員
募
集
）

　

懇
談
会
は
、
ま
ず
消
防
防
災
課

る
目
的
で
、
市
町
村
へ
の
導
入
を

進
め
て
お
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に

伴
う
当
協
会
の
今
後
の
体
制
等
に

つ
い
て
、
制
度
の
概
要
や
組
織
体

制
、
公
益
認
定
申
請
に
向
け
た
取

り
組
み
等
を
詳
細
に
鈴
木
事
務
局

長
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
本
消
防
協
会
及
び

全
日
本
消
防
人
共
済
会
が
行
う
各

種
共
済
事
業
（
福
祉
共
済
・
火
災

共
済
・
消
防
互
助
年
金
）
に
つ
い

　

研
修
地
は
、
日
本
消
防
会
館
五

階
大
会
議
室
、
全
国
四
十
七
名
の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
は
、
秋
本
理
事
長
、
久

保
消
防
庁
長
官
を
は
じ
め
、
蒼
々

た
る
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
秋
本
理
事
長
の
時
間

を
オ
ー
バ
ー
す
る
程
の
熱
の
こ

も
っ
た
講
話
を
お
聞
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
夜
は
意
見
交
換
会
で
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
の
名
物

や
地
酒
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
の
、

賑
や
か
な
、
そ
し
て
笑
顔
で
の
催

し
で
し
た
。

　

翌
日
は
、
赤
羽
消
防
団
、
小
澤

副
団
長
の
女
性
分
団
の
活
動
講

話
、
続
い
て
総
務
省
消
防
庁
塚
田

佳
祐
防
災
部
長
、
東
京
消
防
庁
伊

藤
克
巳
防
災
部
長
の
講
話
の
後
、

「
日
本
の
救
急
医
療
の
問
題
点
」

　

茨
城
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
つ
く
ば
」
の
新
型
機
の
就
航
式

が
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十

日
、
つ
く
ば
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
主
催
者
と
し

て
県
の
山
口
や
ち
ゑ
副
知
事
が
挨

拶
、
続
い
て
来
賓
祝
辞
を
当
協
会

か
ら
、
昨
年
策
定
さ
れ

た
傷
病
者
の
搬
送
と
受

け
入
れ
に
関
す
る
基
準

及
び
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
、
続
い
て
県
立

消
防
学
校
か
ら
消
防
学

校
の
教
育
訓
練
計
画
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
を
頂
き
ま
し
た
。
特

に
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
国
と
県
が

消
防
団
員
の
確
保
や
活

動
環
境
の
整
備
等
を
図

と
し
て
、
聖
路
加
国
際
病
院
の
日

野
原
理
事
長
が
、
九
十
八
歳
と
は

思
え
な
い
程
し
っ
か
り
と
、
そ
し

て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
話
で

し
た
。

　

今
回
は
、
十
六
年
前
の
一
月

十
七
日
、
阪
神
淡
路
大
震
災
と
日

に
ち
が
近
い
か
ら
か
、
主
に
、
災

害
対
策
、
危
機
管
理
等
の
テ
ー
マ

で
し
た
が
、
授
業
の
中
で
印
象
的

だ
っ
た
の
が
、
図
上
訓
練
と
い
う

も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
先
ず
、
地

震
発
生
直
後
を
想
定
し
、
そ
れ
に

対
し
て
の
、
自
分
の
役
職
、
立
場

か
ら
「
状
況
の
予
測
」、「
自
分
の

対
応
」、「
予
測
や
対
応
に
対
し
て

の
悩
み
」、
こ
れ
ら
を
対
応
記
入

表
に
書
く
わ
け
で
す
が
、
や
は
り

現
実
を
見
据
え
て
、
こ
ん
な
訓
練

が
必
要
だ
な
と
、
つ
く
づ
く
感
じ

ら
れ
た
し
、
自
分
が
こ
の
記
入
し

た
通
り
行
動
で
き
る
か
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
課
題
研
究
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
七
班
に
分
か
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
一
班
で
「
市
町
村
合
併
及
び

常
備
消
防
広
域
化
に
伴
う
消
防
団

運
営
課
題
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

岡
田
副
市
長
、
県
幹
部
等
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
へ
と
移
り
、
華
や

か
な
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
県
防
災
航
空
隊
員
に

よ
る
新
型
機
を
使
っ
た
訓
練
展
示

と
な
り
、
日
々
の
訓
練
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

初
代
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　

最
終
日
前
夜
は
、
予
定
に
は
無

か
っ
た
の
で
す
が
、参
加
者
全
員
、

協
会
職
員
一
緒
に
な
っ
て
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
幹
部
特
別
研
修
と
言

う
こ
と
で
、
内
容
の
重
さ
、
参
加

者
の
意
気
込
み
で
、
息
の
抜
く
暇

も
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
研
修
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
肌
で
感
じ
て
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
、
大
い
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
つ
く
ば
」（
川
崎
Ｂ
Ｋ
１
１
７
Ｂ

│
２
型
）
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

の
あ
っ
た
平
成
七
年
四
月
に
運
行

が
開
始
さ
れ
、
火
災
防
御
や
水
難

救
助
、
災
害
状
況
調
査
等
、
県
内

外
で
数
々
の
活
躍
を
し
て
き
ま
し

た
。
総
飛
行
時
間
四
五
三
七
時
間

四
五
分
、
運
行
開
始
以
来
の
緊
急

運
行
件
数
は
一
〇
九
八
件
に
上
る

そ
う
で
す
。

　

そ
の
「
つ
く
ば
」
も
、
平
成
二

十
二
年
十
二
月
、
二
代
目
の
川
崎

Ｂ
Ｋ
１
１
７
Ｃ
│
２
型
へ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
、
初
代
よ
り
数
段
も

性
能
が
向
上
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

新
型
機
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

て
、
加
入
促
進
を
図
る
た
め
の
Ｐ

Ｒ
を
鈴
木
事
務
局
長
か
ら
行
い
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
有
意
義
な
情
報
交

換
が
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

課
題
発
表
の
中
で
一

番
時
間
を
費
や
し
た
の

が
、
団
員
減
少
の
中
で

の
活
動
の
あ
り
方
で
し

た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団

員
の
増
加
に
よ
る
昼
間

の
災
害
（
火
災
等
）
の

為
に
は
、
機
能
別
団
員

を
導
入
し
て
、
経
験
Ｏ

Ｂ
団
員
を
任
命
し
た

り
、
勤
務
地
団
員
と
し

て
事
業
所
に
お
願
い
し

た
ら
ど
う
か
等
、
皆
さ

ん
一
生
懸
命
の
討
議
会

で
し
た
。

の
葉
梨
会
長
と
県
消
防
長

会
の
木
内
会
長
が
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
来
賓
に
は
地

元
つ
く
ば
市
の
岡
田
副
市

長
を
は
じ
め
、県
警
本
部
、

茨
城
海
上
保
安
部
、
自
衛

隊
の
各
幹
部
、
そ
れ
に
県

内
消
防
本
部
の
消
防
長
な

ど
多
数
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
山
口
副
知
事

や
葉
梨
会
長
、木
内
会
長
、

『
功
労
章
』（
十
一
名
）

『
表
彰
状
』（
八
名
）


